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【
一
般
会
計
】

　
一
般
会
計
予
算
に
対
し
、
４
名

の
議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

―
　
反
　
対
　
討
　
論
　
―

市
民
の
会
・
無
所
属

岩
田
　
京
子

　
吉
川
市
は
当
初
予
算
編
成
に
あ

た
り
「
持
続
可
能
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

な
街
」
を
柱
の
一
つ
に
掲
げ
た
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
、
菅
政
権
が

掲
げ
た
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素

排
出
量
実
質
ゼ
ロ
に
む
け
た
取
組

み
、
い
ず
れ
も
こ
の
10
年
が
勝
負

で
す
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い

う
大
き
な
柱
を
掲
げ
、
言
葉
と
し

て
は
至
る
所
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て

い
る
が
、
令
和
３
年
度
当
初
予
算

で
は
具
体
的
な
も
の
、
野
心
的
な

取
組
み
が
見
え
な
い
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
基
本
の
「
き
」
で
あ
る
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
と
、
生
物
圏
・
環
境

に
対
す
る
考
え
方
、
ま
た
取
り
組

む
姿
勢
は
不
十
分
だ
と
指
摘
せ
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
団

遠
藤
　
義
法

　

市
長
の
政
治
姿
勢
の
問
題
点
、

第
一
は
、「
小
さ
な
声
、声
な
き
声
に

し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
た
事
業
」

と
強
調
し
ま
す
が
、避
難
所
な
ど

で
女
性
の
視
点
が
重
要
視
さ
れ
る

な
か
、地
域
防
災
会
議
の
女
性
の

割
合
は
15
％
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

外
出
支
援
策
で
も
、
タ
ク
シ
ー
利

用
料
助
成
事
業
は
、市
街
地
で
も

必
要
と
す
る
市
民
が
多
く
い
ま
す

が
除
外
さ
れ
、困
っ
て
い
ま
す
。
第

二
は
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、ワ
ク
チ
ン
接

種
の
取
り
組
み
で
も
団
体
と
市
職

員
に
依
拠
す
る
の
み
で
す
。市
長
は
、

胸
襟
を
開
い
て
市
民
の
命
や
健
康

を
守
る
姿
勢
に
立
つ
べ
き
で
す
。

―
　
賛
　
成
　
討
　
論
　
―

未
来
会
議
よ
し
か
わ

稲
葉
　
剛
治

　
施
政
方
針
か
ら
吉
川
市
は
「
価

値
あ
る
未
来
を
、
共
に
」
と
い
う

理
念
の
元
に
、
中
原
市
長
を
先
頭

に
職
員
の
み
な
さ
ん
が
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
く
と
い
う
事
が
読
み

取
れ
ま
す
。
令
和
３
年
度
は
、
３

つ
の
計
画
策
定
に
取
り
組
む
年
と

な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
か
ら
頂

い
た
意
見
を
取
り
ま
と
め
、
市
民

と
の
共
動
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い

く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
先
の
未
来

に
必
要
で
あ
る
と
改
め
て
確
信
し

て
い
ま
す
。
新
た
に
方
向
性
を
打

ち
出
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
」
と
「
環

境
」
分
野
に
お
い
て
の
事
業
実
施

に
お
い
て
も
注
目
し
て
い
ま
す
。

公
明
党
吉
川
市
議
団

五
十
嵐
　
惠
千
子

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
克
服
と
経
済
回
復
、
生
活
再
建
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
へ
の
転
換
を

実
行
し
、
安
心
と
希
望
を
全
市
民

へ
届
け
る
た
め
に
、
国
の
対
策
や

予
算
措
置
を
注
視
し
な
が
ら
「
市

民
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
実
施
を
最

優
先
」
と
の
考
え
で
編
成
さ
れ
た

当
初
予
算
案
に
は
、
①
国
土
強
靭

化
計
画
策
定
②
児
童
虐
待
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
・
周
知
③
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
導
入
④
第
一
回

吉
川
市
展
の
開
催
⑤
農
福
連
携
補

助
や
農
地
の
最
適
化
推
進
⑥
下
八

間
堀
悪
水
路
の
改
修
整
備
等
々
、

公
明
党
が
予
て
か
ら
提
案
し
て
き

た
多
く
の
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
て

お
り
高
く
評
価
し
賛
成
と
し
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
】

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

に
対
し
、
１
名
の
議
員
が
討
論
を

行
い
ま
し
た
。

―
　
反
　
対
　
討
　
論
　
―

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
団

雪
田
　
き
よ
み

　
今
回
賦
課
限
度
額
は
引
き
上
げ

ら
れ
た
が
、
国
保
税
は
据
え
置
か

れ
た
こ
と
は
評
価
す
る
。

　
「
吉
川
市
国
保
財
政
健
全
化
計

画
」
に
は
、
低
所
得
者
の
保
険
料

軽
減
等
を
目
的
と
す
る
法
定
外
繰

り
入
れ
に
つ
い
て
、
財
政
調
整
基

金
を
活
用
し
な
が
ら
２
０
１
９
年

度
か
ら
毎
年
度
10
％
、
２
０
２
３

年
度
ま
で
に
50
％
削
減
す
る
と
記

し
て
い
る
。

　
将
来
、
低
所
得
者
の
軽
減
措
置

が
削
ら
れ
、
負
担
が
増
大
す
る
リ

ス
ク
が
高
い
。
今
で
さ
え
高
す
ぎ

て
払
え
な
い
と
い
う
声
が
非
常
に

多
い
。
通
院
を
諦
め
た
と
の
声
も

聞
か
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
更

に
深
刻
に
す
る
リ
ス
ク
の
高
い
赤

字
解
消
計
画
に
反
対
す
る
。

【
介
護
保
険
】

　
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
に
対

し
、
１
名
の
議
員
が
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

―
　
反
　
対
　
討
　
論
　
―

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
団

雪
田
　
き
よ
み

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
市
民
生
活
が

深
刻
な
状
況
の
中
で
、
今
回
介
護

保
険
料
は
据
え
置
き
さ
れ
た
。
こ

の
点
は
評
価
し
た
い
。

　

全
国
的
に
訪
問
介
護
職
員
の
高

齢
化
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
２
０
１
９
年
の
全
労
連
の
調

査
で
、
平
均
年
齢
55・５
歳
。
50
歳

以
上
が
全
体
の
73・０
％
を
占
め
て

い
る
。
市
は
市
内
事
業
所
職
員
の

平
均
年
齢
を
把
握
し
、
訪
問
介
護

職
員
の
な
り
手
不
足
の
原
因
を
検

討
し
、
国
に
問
題
提
起
す
る
べ
き
。

　
介
護
保
険
制
度
が
改
定
の
た
び

に
使
い
づ
ら
い
も
の
に
な
っ
て
き

た
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
事
実
で

あ
り
、
市
は
要
介
護
者
の
生
活
実

態
を
十
分
調
査
す
る
べ
き
。

討
　
論


